
4  青 刈 とりもろこしの生育障害と再生力

1  背 景 と特徴

51年7月 1日の降嬉によりとうもろこしが被害を受けたが、極端な晩霜害のためその後の再

生の予測が困難でt被害対策に支障をきたした。

そこで障害の程度を茎葉の切除により模援的につくり、その再生状況を調査 し、あわせて霜

害現地の若子の資料とをもって、と多もろこじの生育障害に対する生産構造の概略を把握 し対

策の参考にしようとした。

2  技 術 内 容

1)基 棄切除の程度と収量

(1)草 丈 74～ 84ごれ、葉数 80枚のデントヨーンと44～ 50cあ、 105枚のスノーデント2号 で

は処理の収畳に及ほす影響が異る。

121 即ち葉部 50%切 除はニローデントコーンでは影響ないが、スノーデントヨーンでは乾

物収量で約 25%の 成収を示す。           1   ‐

(3)全 葉切除は収量に致命的な影響を与る。スノーデント■―ンでは 6o%滅 、エローデン

トヨーンは全滅 (81%滅 )に近い。

2)霜 害と収量 (々 /10a)と 乾物率 (%)

(1)葛 巻町 :被害軽 (6,842々 -20.8%)被 害大 (8,821A7二 11.6%)

(2)=山 村鉱川 :被害 (3,750枠 -14.1%)、 艇全 (6,3oo A7-19.1%)

何れも被害は捷全なものに対し生草収量で40～ 45%の 成収を示し、また、乾物含量は 74

～ 55%に とどまり、いちじるしく低い。

3)生 育障害と対策

(1)霜 害を受けた現地が対応 した技術の追跡から見ても、被害株間べの追器きが、被害株の

,再生ノラス新個体の相剰された収童となってその効果が高い。

l  121 生 長点が明らかに障害を受け枯死したものは再描種するが、この場合、元肥は十分施す

とともに収桂期は降霜直前まで延は じ、極力成熱を計ることが必要である。

0 被 害程度別肢術対策は次の通 り
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4)遅 まきによる収豊回復は7月上旬で、通期括きの約,0%程 度であり、それより遅れれば

収量は半減 し、乾物含柱も急に低下する。

3  指 導 上 の留意 点                    1   1  ,

痛害を模擬 した青刈とうもろこしの茎葉切除は、幅害現地の対策調査等と併せ検討すれば、

同時期被害の一応の目安になると考えるb

4  試 験 成 績 の概 要

1)試 験課題名 青 刈とうもろこしの地上部切除と再生力

2)試 験年次及び場所 51年  岩 手苦試

3)試 験方法                               【

(1)供 試品種

エヨーデントヨ上ン、スノーデント2号             i

(2)茎 棄切除処理
t(4処

理 )   |  .,   中     i

O 地 葉切断

O 葉 部切除 (全 )               |     :    |

0 莱 部切除 (50%)                 (   :   ―

0 健 全 (対 象 )             1   _  |  ‐ !

4)試 験結果                1 1   ■ |!lt す i

!青
刈とりもろとしの痛による障害を、茎奏の切除により模擬的につくり、!その再生状況

と霜筈現地の若千の資料から、生育障害に対する対策の目安を明らかにした。

5)主 要成果の具体的ディタ                 t    i
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表-4 葛 巻町における対策例 (葛巻駐在事務所 )

区 名 車鈍 湖 葉数働 熟期の状況 10秘間本数
生 草収 量
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備   考
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表二 5 霜 害と青刈と多もろこし(県農試調べ・)

調査場 所
擢種期

(月 ・日

栽植本数

(A7/10a

存 長

( 筋 )

1個体当夕(夕) 生革収畳

て均/100

茎 葉 の

乾 物 率
備   考

茎葉重 雌穂重

1 葛

巻 、

町

被害軽 6。5 4,167 272 1,198 444 6,342 20,8

大 4,167 256 917 3,821

追 播 7.14 4,16ィ 240 8伍 3,604 10。3

玉
　
山
、

村

1 7。3 7,092 314 875 6,205 13.3

2 7.13 8,052 134 195 1,570 →    5`9

3 7.9 11,846 174 425 5,270 031

表-6′ 播種期と収量 1 1

`1)東
北農試 (昭和 39年、乾物収量指数 100=2,13917/19a)

2)岩 手農試 (昭和 50年 )

青刈 トー

モ ロ コ ン

播 種 期 5。22 6`14 7お 1100千
う
予実用 卜T 据 種 期 5.22 6。14 7.8r 100==

922収量指数+100 74 7761  モ ロヨう 収量指数 100 82「 1 44

6) 残 された問題点

(1)生 育ネテニジ別低温障害の解析

121 品種別院播と収量梅茂!

5 参 考資料   昭 寿口51年度 試験械残成績書 を手畜試
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